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オンライン授業の実施
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5月7日から約4,800科目でスタート

M2B (みつば)学習支援システム

オンライン会議システム
Skype for Business, Teams

3タイプの実施⽅法 授業形態と特徴

1 オンデマンド • 教材を事前配布
• 好きな時間に学習

2 ⾳声+電⼦教材
※LIVE配信

• デジタル教科書を⼿元で閲覧
+ ⾳声のリアルタイム配信

3 映像中継
※LIVE配信

• 講義映像のリアルタイム配信
+ ⿊板講義にも対応可能

• 通信量が他に⽐べて⼤きい



本講演では
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1. 活動ログの件数から九州大学の
授業のやり方の変化について報告

2.講演者の授業を事例として、
オンライン化による変化を紹介



LMSの週ごとのログ件数

3

4
月

10
月

オンライン化により
顕著に増加

後期は6割
程度に減少
も依然多い



LMSの曜日ごとのログ件数
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※12月まで

平日は曜日
によらずほぼ
均等に利用

全体的に増加全体的に増加



電子教科書システムの週ごとのログ件数
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LMSと比べ
ると約1/5

LMSほどではないが
利用者数が増加している



電子教科書システムの曜日ごとのログ件数
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※12月まで

特定の授業
に偏っている

利用するクラスが拡大



システムへの教材の登録件数
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月

20
19
年

20
20
年

今年度の教材登録
数が大幅に増加



事例紹介: プログラミング演習授業
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オーバーレイ型
リアルタイムチャット

全学教育のプログラ
ミングコースの多くは
後期に延期

講演者は前期と後期
にオンラインにて
授業を実施
• Python (前期)
• C言語 (後期)

オンライン化に対応
• チャット
• 授業動画掲載



事例紹介: プログラミング演習授業
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1人あたりの
実行回数



事例紹介: プログラミング演習授業
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1人あたりの
実行回数

C言語

C言語C言語 Python



事例紹介: プログラミング演習授業
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1人あたりの
実行回数

C言語

C言語 Python

同程度の活動量

• オンライン化の影
響が小さい？



事例紹介: プログラミング演習授業
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1人あたりの
実行回数

両方ともC言語

活動量が低下

• 学生がオンライン
授業に慣れた？

• 教師が教えるのが
上手くなった??



チャット機能に対する学生の反応
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• 匿名なので他のオンライン授業より発言
しやすかった。今後も続けてほしい。

• 匿名で送れるだけ気持ちが楽だった。

• 自分は本来はこの講義をとれないのです
が、オンライン授業という形式のおかげで
受けることができて良かった。



まとめ

• 新しい授業形態(手段)への取り組みが広がっている
• 一見オンライン化が難しそうでも意外とできる
• オンラインによるメリットも大きい
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